
人口減少を考慮した上水道配水管の更新方法 
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・高度経済成長期に布設された水道管が寿命を迎えている 

・近年我が国では人口減少が顕著な問題とされている 将来さらなる人口の減少が予測されている 

管路の老朽化 
更新が必要 

人口減少 
少子高齢化の進行 

しかし 

将来を見据えた更新が必要 

財政的に一度に多くの管路を更新できない 

背景 

 

 
 
 
 
 
 更新予算限度額内でリスクを 

最小にしながら更新方法を提案 

人口減少・管路更新 

予算制約 リスク 人口減少 

考慮 

目的 

対象地区：鳥取市上町配水地区 
対象期間：2010年～2060年 
ノード：183個 
リンク：251本 
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期

CASE1

CASE2

CASE3

CASE4

CASE1:人口変わらず，予算変わらず 
CASE2:人口減少，予算変わらず 
CASE3:人口変わらず，予算減る 
CASE4:人口減る，予算減る 

※1期＝5年 

全体のリスク（百万円）
CASE1 800
CASE2 666
CASE3 873
CASE4 717

更新しない場合の全体のリスク（百万円）
2541
1963
2541
1963

まとめ 
・一人あたりの料金収入を上げて，更新予算額を増やす． 
・人口減少にあわせて更新の時に管路の口径を小さくしていき，管路の更新コストを小さくする． 


